































表１ 各内容項目と「学び」の対応（授業例で読み解く新学習指導要領（開隆堂），p12 表３） 
 
＊広島大学大学院教育学研究科 院生，＊＊広島大学大学院教育学研究科 
Kento TSUTSUMI，Shuhei BAN，Chikahiko YATA 
Technology lesson aimed to notice engeneering idea through disassembly products 
堤 健人・伴修平・谷田親彦（2018），「製品の分解を通して製作者の工夫に気付く授業づくり」， 












ぜこのような仕組みになっていて，どのようにこの動作を実現させている 図１ LEDセンサライト 
のかという疑問を起点にスタートする。さらに，分解する活動を通して， 
電子回路の構成と製作者が製品に込めた工夫に触れ，技術の見方・考え方に気付かせることをねらい





白色 LED １個 
抵抗器（62 Ω） １個 
抵抗器（5.1 MΩ） １個 
































 提案授業は，2017 年 11 月の第３週に実践した。また，学習内容の定着状況を把握するため，授業


















表３ 学習の展開  






































































































































































評価 統制群 実験群 
Ａ ８人 16人 
Ｂ 21人 15人 
Ｃ 11人 ９人 
 
堤 健人・伴修平・谷田親彦（2018），「製品の分解を通して製作者の工夫に気付く授業づくり」， 
広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 49 集」，53－58． 
58 
表５ 評価の比較 
到達状況 統制群 実験群 

























































広島大学附属東雲中学校研究紀要「中学教育第 49 集」，53－58． 
